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				今後の高齢者数 コンゴコウレイシャスウ

																										単位：万人 タンイマンニン

								1980年 ネン		1990年 ネン		2000年 ネン		2010年 ネン		2015年 ネン		2020年 ネン		2025年 ネン		2030年 ネン		2035年 ネン		2040年 ネン

				65歳
以上 サイイジョウ		本市 ホンシ		17.3		27.8		47.7		73.6		87.7		94.1		97.2		102.5		110.2		118.1

						名古屋市 ナゴヤシ		15.9		22.2		33.9		47.2		56.9		60.4		61.8		63.9		67.0		71.3

						大阪市 オオサカシ		24.4		30.6		44.5		59.9		70.1		73.0		72.6		73.5		76.3		81.0

				75歳
以上 サイイジョウ		本市 ホンシ		5.4		10.3		17.5		32.5		41.0		49.7		58.6		61.2		61.3		64.4

						名古屋市 ナゴヤシ		5.0		8.5		13.0		21.5		27.5		32.5		37.7		38.8		38.7		39.7

						大阪市 オオサカシ		7.8		12.0		16.9		27.1		34.0		39.4		44.8		45.3		43.8		44.2

																										資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」

						生産年齢人口、子育て世代の人口 セイサンネンレイジンコウコソダセダイジンコウ

										単位：人 タンイニン

								生産年齢人口
（15～64歳） セイサンネンレイジンコウサイ		子育て世代
（30～40歳代） コソダセダイサイダイ		高齢者人口
(75歳以上) コウレイシャジンコウサイイジョウ

						1960年 ネン		953,827		375,710		14,466

						1965年 ネン		1,302,221		520,557		20,460

						1970年 ネン		1,606,628		687,173		28,056

						1975年 ネン		1,823,622		853,750		39,255

						1980年 ネン		1,931,040		951,212		54,387

						1985年 ネン		2,144,889		992,521		74,890

						1990年 ネン		2,373,769		1,001,717		103,327

						1995年 ネン		2,447,608		993,370		131,195

						2000年 ネン		2,463,151		998,460		174,838

						2005年 ネン		2,459,648		1,092,509		243,753

						2010年 ネン		2,458,134		1,156,464		325,403

						2015年 ネン		2,377,409		1,113,114		392,013

						2020年 ネン		2,350,737		1,019,405		497,000

						2025年 ネン		2,332,598		907,763		586,000

						2030年 ネン		2,265,072		868,033		612,000

						2035年 ネン		2,141,930		854,346		613,000

										資料：総務省「国勢調査」、政策局「横浜市将来人口推計」 シリョウソウムショウコクセイチョウサセイサクキョクヨコハマシショウライジンコウスイケイ

						17.3		27.8		47.7		73.6		87.7		94.1		97.2		102.5		110.2		118.1

								生産年齢人口
（15～64歳） セイサンネンレイジンコウサイ		子育て世代
（30～40歳代） コソダセダイサイダイ		高齢者人口
(65歳以上) コウレイシャジンコウサイイジョウ

						1970年 ネン		1,606,628		687,173		100,693

						1980年 ネン		1,931,040		951,212		173,000

						1990年 ネン		2,373,769		1,001,717		278,000

						2000年 ネン		2,463,151		998,460		477,000

						2010年 ネン		2,458,134		1,156,464		736,000

						2020年 ネン		2,350,737		1,019,405		941,000

						2025年 ネン		2,332,598		907,763		972,000

						2030年 ネン		2,265,072		868,033		1,025,000

						2035年 ネン		2,141,930		854,346		1,102,000
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